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海水中からの希少金属の捕集
放射線グラフト重合により開発した捕集材により、海水中に低濃度に溶存している種々の有用
金属を捕集し、国産のエネルギー資源を確保する。

シーズ全般の問い合わせ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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海水中からの希少金属の捕集

環境資源捕集材料・浄化材料
（フィルター）

原子力・海洋産業メーカー

1)特許第4194071「グラフト重合法によるアミドキシム型
捕集材の合成方法」

2)瀬古典明、玉田正男、須郷高信,“日本で産出しない希
少金属を海水から捕集、特に海水ウラン捕集技術について“
海洋開発ニュース,31,pp.8-11(2003)

応用段階

放射線グラフト重合により開発した捕集材により、海水中に低濃度に溶存している種々
の有用金属を捕集し、国産のエネルギー資源を確保する。

アウトカム 知財等関連情報

連携希望企業

シーズの特徴（成果含む）

アウトカムに至る段階

担当者

資源に乏しい海に囲まれた島国において、エネルギー資源（希少金属）の確保が可能。
（排他的経済水域の活用）

量子ビーム科学部門
高崎量子応用研究所先端機能材料研究部環境資源材料研究
瀬古　典明

黒潮

海水中のウラン濃度：3mg/ﾄﾝ

海水には45億トン
(鉱山ウランの1000倍）

5.2x106 t/y 8x103 t/y

～0.2%
黒潮の運ぶ
資源量

日本の年間需要量
（フル稼働時）

総量
高分子
基材

反応活性種
（ラジカル）

放射線
照射

グラフト
重合

グラフト鎖

捕集機能
導入

放射線グラフト重合による捕集材の作製

海水中に極微量で存在す
る金属の捕集に成功！

写真左から、ウラン（イエローケーキ）、
バナジウム、ニッケル・コバルト酸化物

・基材に放射線を照射してグラフト重合によりグラフト鎖を結合させ、官能基を導入することにより
金属捕集材を作製します。
・官能基を変えることにより目的とする金属を効率よく捕集することができます。
・海水中で極微量に溶存する希少金属を捕集することができます。
・目的に合わせた形状の捕集材を作製・加工できることから、海洋の立地に適応することができる。

海水中のウラン資源の例

布状捕集材
（不織布積層）

生けす吊り下げ方式海底立ち上げ方式

モール状捕集材
（糸編み込み）
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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